
 

平成 25 年７月９日 

 

 

各 教 育 事 務 所 長 様 

西部教育事務所芸北支所長様 

 

 

豊 か な 心 育 成 課 長 

 

 

いじめ防止対策推進法の公布について（通知）   
このことについて，各市町教育委員会教育長に別紙写しのとおり通知しました。 

 ついては，本通知の趣旨を踏まえ，いじめ事案等に対して適切な対応が図られるよう，

所管する市町教育委員会を通じて各学校を指導してください。 

 

 

 

 

 

082-513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担 当 

電 話 

生徒指導係 

（担当者 中垣内） 

 



平成 25 年７月９日 

 

 

各市町教育委員会教育長様 

 

広島県教育委員会教育長 

（豊かな心育成課長） 

 

 

いじめ防止対策推進法の公布について（通知）   
 このことについて，文部科学省初等中等教育局長及び文部科学省高等教育局長から別紙

写しのとおり通知がありました。 

平成 24年 12月７日付「『いじめの問題に関する児童生徒の実態把握並びに教育委員会 

及び学校の取組状況に係る緊急調査』を踏まえた取組の徹底について（通知）」において，

いじめの問題への取組の点検を行うとともに，更なる取組の徹底を図り，いじめの問題の

未然防止及び早期発見・早期対応が図られるよう，既に通知したところです。 

今回公布された「いじめ防止対策推進法」においては，地方公共団体に対して，今後，

国が策定するいじめ防止基本方針を参酌し，その地域の実情に応じたいじめ防止基本方針

の策定に努めるよう求め，また，学校に対して，国や地方公共団体が策定したいじめ防止

基本方針を参酌し，その学校の実情に応じた同様の基本的な方針の策定を求めています。

さらに，学校の設置者及びその設置する学校が講ずべきいじめの防止等に関する措置や，

重大事態への対処等について規定しています。 

ついては，法の意義を充分に踏まえ，貴教育委員会が所管する各学校に対し，法につい

て周知するとともに，いじめの未然防止及び早期発見・早期対応が更に図られるよう，指

導してください。 

 

 

 

 

 

082-513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担 当 

電 話 

生徒指導係 

（担当者 中垣内） 

 



 

平 成 2 5 年 ７ 月 ９ 日 

 

 

各 県 立 学 校 長 様 

 

 

豊 か な 心 育 成 課 長 

 

 

いじめ防止対策推進法の公布について（通知） 

 

 

このことについて，文部科学省初等中等教育局長及び文部科学省高等教育局長から別紙

写しのとおり通知がありました。 

平成 24年 12月７日付「『いじめの問題に関する児童生徒の実態把握並びに教育委員会 

及び学校の取組状況に係る緊急調査』を踏まえた取組の徹底について（通知）」において，

いじめの問題への取組の点検を行うとともに，更なる取組の徹底を図り，いじめの問題の

未然防止及び早期発見・早期対応が図られるよう，既に通知したところです。 

今回公布された「いじめ防止対策推進法」においては，地方公共団体に対して，今後，

国が策定するいじめ防止基本方針を参酌し，その地域の実情に応じたいじめ防止基本方針

の策定に努めるよう求め，また，学校に対して，国や地方公共団体が策定したいじめ防止

基本方針を参酌し，その学校の実情に応じた同様の基本的な方針の策定を求めています。

さらに，学校の設置者及びその設置する学校が講ずべきいじめの防止等に関する措置や，

重大事態への対処等について規定しています。 

ついては，法の意義を充分に踏まえ，各学校において，法について周知するとともに，

いじめの未然防止及び早期発見・早期対応の取組の徹底を図ってください。 

 

 

 

 

 
電話 ( 082 )513 -5043 (ﾀﾞｲﾔ ﾙｲﾝ） 

担当 生徒指導係 

（ 担当者  平野 ） 



平 成 2 5 年 ７ 月 ９ 日 

 

 

教 育 セ ン タ ー 所 長 

 

 

豊 か な 心 育 成 課 長 

 

 

いじめ防止対策推進法の公布について（通知） 

 

 

 このことについて，文部科学省初等中等教育局長及び文部科学省高等教育局長から別紙

写しのとおり通知がありましたのでお知りおきください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

   

様 

082-513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担 当 

電 話 

生徒指導係 

（担当者 中垣内） 

 



 

平 成 2 5 年 ７ 月 ９ 日 

 

 

教 職 員 課 福 山 分 室 長  様  

 

 

豊 か な 心 育 成 課 長 

 

 

いじめ防止対策推進法の公布について（通知） 

 

 

 このことについて，文部科学省初等中等教育局長及び文部科学省高等教育局長から別紙

写しのとおり通知がありましたのでお知りおきください。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

082-513-5043(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 

担 当 

電 話 

生 徒 指 導 係 

（ 担当者 中垣内 ） 
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平成25年6月28日

西都道府県教育委員会
各指定都市教育委員会
各　都　道　府　県　知　事
附属学校を置く各国立大学法人学長

独立行政法人国立高等専門学校機纏長

各私立高等専門学校を設置する学校法人の長

小中高等学校を設置する学校設置会社を

所轄する構造改革特別区域法第12条第

1項の認定を受けた各地方公共団体の長

殿

噸轡灘1
　　　　　　　　　　　　　　（印影印刷）
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いじめ防止対策推進法の公布について（通知）

　このたび，第183回国会（常会）においていじめ防止対策推進法（以下「法」と

いう。）が成立し，平成25年6，月28日に，平成25年法律第71号として公布さ

れました。

　この法律は，いじめが，いじめを受けた児童等の教育を受ける権利を著しく侵害し，

その心身の健全な成長及び人格の形成に重大な影響を与えるのみならず，その生命又

は身体に重大な危険を生じさせるおそれがあるものであることに鑑み，いじめの防止

等のための対策を総合的かつ効果的に推進するため，いじめの防止等のための対策に

関し，基本理念を定め，国及び地方公共団体等の責務を明らかにし，並びにいじめの



防止等のための対策に関する基本的な方針の策定について定めるとともに，いじめの

防止等のための対策の基本となる事項を定めるものであり，公布の日から起算して3

月を経過した日から施行することとされております。

　今回公布された法においては，国に対し，いじめの防止等のための対策を総合的か

つ効果的に推進するための基本的な方針（以下「いじめ防止基本方針」という。）の

策定を求めているとともに，地方公共団体に対しては，いじめ防止基本方針を参酌し，

その地域の実情に応じた同様の基本的な方針（以下「地域いじめ防止基本方針」とい

う。）の策定に努めるよう求め，また，学校に対しては，いじめ防止基本方針又は地

域いじめ防止基本方針を参酌し，その学校の実情に応じた同様の基本的な方針の策定

を求めています。さらに，学校の設置者及びその設置する学校が講ずべきいじめの防

止等に関する措置や，重大事態への対処等について規定しております。

　文部科学省においては，今後，法に基づき，いじめ防止基本方針の策定をはじめと

して，いじめの問題に関する対策の総合的な策定と実施を一層推進してまいります。

　各関係機関におかれては，法の意義を御理解の上，いじめの問題に取り組むに当た

って格別の御協力を賜るようお願いします。

　なお，この法については，衆議院文部科学委員会及び参議院文教科学委員会におい

て附帯決議が付されております。

　都道府県・指定都市教育委員会にあっては所管の学校，域内の市区町村教育委員会

及び市町村長に対して，都道府県知事にあっては所轄の私立学校，学校法人及び公立

大学法人の設置する公立高等専門学校に対して，国立大学法人学長にあっては設置す

る附属学校に対して，独立行政法人国立高等専門学校機構理事長にあっては，設置す

る国立高等専門学校に対して，各私立高等専門学校を設置する学校法人の長にあって

は，設置する私立高等専門学校に対して，構造改革特別区域法第12条第1項の認定

を受けた各地方公共団体の長にあっては認可した学校に対して，周知方お願いします。

（添付資料）

別添1

金匠2

別添3

別添4

別添5

いじめ防止対策推進法（概要）

いじめ防止対策推進法のあらまし（平成25年6月28日付け官報）

いじめ防止対策推進法（平成25年法律第71号）

いじめ防止対策推進法案に対する附帯決議（衆議院文部科学委員会）

いじめ防止対策推進法案に対する附帯決議（参議院文教科学委員会）

【本件連絡先】

文部科学省初等中等教育局

　児童生徒課生徒指導室生徒指導企画係
　電話：03－5253－4111（内線　3298）



いじめ防止対策推進法（概要） 
 

一 総則 

 １ 「いじめ」を「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校（※）に在籍している等

当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与え

る行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となっ

た児童生徒が心身の苦痛を感じているもの」と定義すること。 

※小学校、中学校、高等学校、中等教育学校及び特別支援学校（幼稚部を除く。） 
 ２ いじめの防止等のための対策の基本理念、いじめの禁止、関係者の責務等を定めること。 

 
二 いじめの防止基本方針等 

 １ 国、地方公共団体及び学校の各主体による「いじめの防止等のための対策に関する基本的

な方針」の策定（※）について定めること。 

                     ※国及び学校は策定の義務、地方公共団体は策定の努力義務 

 ２ 地方公共団体は、関係機関等の連携を図るため、学校、教育委員会、児童相談所、法務局、

警察その他の関係者により構成されるいじめ問題対策連絡協議会を置くことができること。 

 
三 基本的施策・いじめの防止等に関する措置 

 １ 学校の設置者及び学校が講ずべき基本的施策として①道徳教育等の充実、②早期発見のた

めの措置、③相談体制の整備、④インターネットを通じて行われるいじめに対する対策の推

進を定めるとともに、国及び地方公共団体が講ずべき基本的施策として⑤いじめの防止等の

対策に従事する人材の確保等、⑥調査研究の推進、⑦啓発活動について定めること。 

 ２ 学校は、いじめの防止等に関する措置を実効的に行うため、複数の教職員、心理、福祉等

の専門家その他の関係者により構成される組織を置くこと。 

 ３ 個別のいじめに対して学校が講ずべき措置として①いじめの事実確認、②いじめを受けた

児童生徒又はその保護者に対する支援、③いじめを行った児童生徒に対する指導又はその保

護者に対する助言について定めるとともに、いじめが犯罪行為として取り扱われるべきもの

であると認めるときの所轄警察署との連携について定めること。 

 ４ 懲戒、出席停止制度の適切な運用等その他いじめの防止等に関する措置を定めること。 

 
四 重大事態への対処 

 １ 学校の設置者又はその設置する学校は、重大事態に対処し、及び同種の事態の発生の防止

に資するため、速やかに、適切な方法により事実関係を明確にするための調査を行うものと

すること。 

 ２ 学校の設置者又はその設置する学校は、１の調査を行ったときは、当該調査に係るいじめ

を受けた児童生徒及びその保護者に対し、必要な情報を適切に提供するものとすること。 

 ３ 地方公共団体の長等（※）に対する重大事態が発生した旨の報告、地方公共団体の長等に

よる１の調査の再調査、再調査の結果を踏まえて措置を講ずること等について定めること。 

 ※公立学校は地方公共団体の長、国立学校は文部科学大臣、私立学校は所轄庁である都道府県知事 
 

五 雑則 

  学校評価における留意事項及び高等専門学校における措置に関する規定を設けること。 

（一から五までのいずれも、公布日から起算して三月を経過した日から施行） 
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の
実
情
に
応
じ
、
当
該
学

校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
三
条
関
係
）

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

(四)

地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
係
す
る
機
関
及
び
団
体
の
連
携
を
図
る
た
め
、
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
児
童
相
談
所
、
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
、
都
道
府
県
警
察
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
構

成
さ
れ
る
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
四
条
関
係
）

３

基
本
的
施
策

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止

(一)

学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
児
童
等
の
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
い
、
心
の
通
う
対
人
交
流
の
能



力
の
素
地
を
養
う
こ
と
が
い
じ
め
の
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
て
の
教
育
活
動
を
通
じ
た
道
徳
教
育
及
び
体
験

活
動
等
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
五
条
関
係
）

い
じ
め
の
早
期
発
見
の
た
め
の
措
置

(二)

学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
当
該
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、
当
該
学
校
に

在
籍
す
る
児
童
等
に
対
す
る
定
期
的
な
調
査
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
六
条
関
係
）

４

い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
措
置

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
の
た
め
の
組
織

(一)

学
校
は
、
当
該
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
措
置
を
実
効
的
に
行
う
た
め
、
当
該
学
校
の
複
数
の
教
職

員
、
心
理
、
福
祉
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
い
じ
め
の
防
止
等
の

対
策
の
た
め
の
組
織
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
二
条
関
係
）

い
じ
め
に
対
す
る
措
置
（
第
二
三
条
関
係
）

(二)

学
校
の
教
職
員
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
そ
の
他
の
児
童
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
者
及
び
児
童
等
の
保
護
者
は
、

(1)
児
童
等
か
ら
い
じ
め
に
係
る
相
談
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
事
実
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
い
じ
め



を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
等
が
在
籍
す
る
学
校
へ
の
通
報
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

学
校
は
、
い
じ
め
が
犯
罪
行
為
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
所
轄
警
察
署
と
連
携
し

(2)
て
こ
れ
に
対
処
す
る
も
の
と
し
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
直
ち
に
所
轄
警
察
署
に
通
報
し
、
適
切
に
、
援
助
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

５

重
大
事
態
へ
の
対
処
関
係

学
校
の
設
置
者
又
は
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
い
じ
め
に
よ
り
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
の
生
命
、
心
身
又
は
財

(一)
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
た
疑
い
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
等
の
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
（
以
下
「
重
大
事
態
」
と
い
う
。

）
に
対
処
し
、
及
び
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
に
資
す
る
た
め
、
速
や
か
に
、
当
該
学
校
の
設
置
者

又
は
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
下
に
組
織
を
設
け
、
質
問
票
の
使
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
当
該
重
大
事
態
に
係
る

事
実
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
八
条
関
係
）

重
大
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
学
校
の
設
置
者
等
は
、

の
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

(二)

(一)

こ
と
と
し
た
と
と
も
に
、
そ
の
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
調
査
に
係
る
重
大
事
態
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同

種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
九
条
～
第
三
三
条
関
係
）



６

雑
則

学
校
の
評
価
を
行
う
場
合
に
お
い
て
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
い
じ
め
の
事
実
が

隠
蔽
さ
れ
ず
、
い
じ
め
の
実
態
の
把
握
及
び
い
じ
め
に
対
す
る
措
置
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
い

じ
め
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
取
組
等
に
つ
い
て
適
正
な
評
価
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
四
条
関
係
）

７

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



　
　
◇
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
（
法
律
第
七
｝
号
）
（
文
部
科

　
　
　
学
省
）

　
　
1
　
総
則

　
　
　
臼
　
目
的

　
　
　
　
　
こ
の
法
律
は
一
い
じ
め
が
、
い
じ
め
を
受
け
た
児

　
　
　
　
童
等
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
著
し
く
侵
害
し
、
そ

型
　
の
心
身
の
健
全
な
成
長
及
び
人
格
の
形
成
に
重
大
な

　
　
　
　
影
響
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
命
又
は
身
体
．

8
．

　
　
　
　
に
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

31
　
　
　
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
児
童
等
の
尊
厳
を
保
持
す
る

鵬
騰
翫
議
灘
灘
糊
叫
瞭

（
　
　
　
．
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め

　
　
　
　
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の

　
　
　
　
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
い
じ
め

　
　
　
　
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
．
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に

　
　
　
　
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一

　
　
　
　
条
関
係
）

　
　
　
口
　
定
義
．

報
　
　
　
　
こ
の
法
律
に
お
い
て
「
い
じ
め
」
と
は
、
児
童
等

　
　
　
　
に
対
し
て
、
当
該
児
童
等
が
在
籍
す
る
学
校
に
在
籍

　
　
　
　
し
て
い
る
等
当
該
児
童
等
と
一
定
の
人
的
関
像
に
あ

　
　
　
　
る
他
の
児
童
等
が
行
う
心
理
的
又
は
物
理
的
な
影
響

　
　
　
　
を
与
え
る
行
為
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ

官　
　
　
　
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
の
対
象

　
　
　
　
と
な
っ
た
児
童
等
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
も

　
　
　
　
の
を
い
う
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
条
．
関
係
）

日
　
　
図
基
本
理
念

曜
　
　
　
　
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
は
、
い
じ
め
が

金
全
て
の
児
童
等
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑

　
　
　
　
み
、
児
童
等
が
安
心
し
て
学
習
そ
の
他
の
活
動
に
取

日　
　
　
　
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
内
外
を
問
わ

8
　
　

ず
い
じ
め
が
行
わ
れ
な
く
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

．
2
　
　
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し

月
た
。
（
第
三
条
関
係
）

6
　
　
四
　
い
じ
め
の
禁
止

年
児
童
等
は
、
い
じ
め
を
行
っ
て
は
な
、
b
な
い
こ
と

5
と
し
た
。
（
第
四
条
関
係
）

2
2
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
等
　
　
「

職
H
魏
叢
論
簑
機
関
の
長
・
覆

　
　
　
　
協
力
し
て
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
総

　
　
　
　
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方

　
　
　
　
針
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
一
条
関
係
）

　
口
　
地
方
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

　
　
　
地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
参

　
　
酌
し
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
当
該
地
方
公
共

　
　
団
体
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を

　
　
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な

　
　
方
針
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
二

　
　
条
関
係
）

　
図
　
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針

　
　
　
学
校
は
、
い
じ
め
防
．
止
基
本
方
針
又
は
地
方
い
じ

　
　
め
防
止
基
本
方
針
を
参
酌
し
、
そ
の
学
校
の
実
情
に

　
　
応
じ
、
当
該
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
だ

　
　
め
の
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
こ
と

　
　
と
し
た
8
（
第
＝
二
条
関
係
）

．
四
　
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

　
　
　
地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
係
す

　
　
る
機
関
及
び
団
体
の
連
携
を
図
る
た
め
、
条
例
の
定

　
　
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
△
学
較
、
教
育
委
員
会
、
児
童

　
　
相
談
所
、
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
、
都
道
府
県
警

　
　
察
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
い
じ
め
問
．

　
　
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と

　
　
し
た
。
（
第
一
四
条
関
係
）

3
　
基
本
的
施
策
．

　
日
　
学
校
に
お
け
．
る
い
じ
め
の
防
止

　
　
　
学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
児

　
　
童
等
の
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
い
、
心
の
通
う

　
　
対
人
交
流
の
能
力
の
素
地
を
養
う
こ
と
が
い
じ
め
の

　
　
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
て
の
教
育
活
動

　
　
を
通
じ
た
道
徳
教
育
及
び
体
験
活
動
等
の
充
実
を
図

　
　
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
．
五
条
関

　
　
係
）

　
口
　
い
じ
め
の
早
期
発
見
の
た
め
の
措
置

　
　
　
学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
当

　
　
該
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
を
早
期
に
発
見
す
る
た

　
　
め
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
に
対
す
る
定
期

　
　
的
な
調
査
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と

　
　
し
た
。
（
第
一
六
条
関
係
）

4
　
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
措
置

　
9
　
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
の
た
め

　
　
の
組
織

　
　
　
学
校
は
、
当
該
嶺
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等

　
　
に
関
す
る
措
置
を
実
効
的
に
行
う
た
め
、
当
該
学
校

　
　
の
複
数
の
教
職
員
、
心
理
、
福
祉
等
に
関
す
る
専
門

　
　
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
構

　
　
成
さ
れ
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
の
た
め
の
組
織

　
　
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
二
条
関
係
）

　
口
　
い
じ
め
に
対
す
る
措
置
（
第
二
三
条
関
係
）

　
　
ω
　
学
校
の
教
職
員
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
そ
の

　
　
　
他
の
児
童
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
者
及
び
児
童

　
　
　
等
の
保
護
者
は
、
児
童
等
か
ら
い
じ
め
に
係
る
相

　
　
　
談
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
事
実
が

　
　
　
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
と

　
　
　
思
わ
れ
る
児
童
等
が
在
籍
す
る
学
校
へ
の
通
報
そ

　
　
　
の
他
の
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
②
　
学
校
は
、
い
じ
め
が
犯
罪
行
為
と
し
て
取
り
扱

　
　
　
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
所
轄

　
　
　
警
察
署
と
連
携
し
て
こ
れ
に
対
処
す
る
も
の
と

　
　
　
し
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
．
児
童
等
の
生
命
、
身

　
　
　
体
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

　
　
　
あ
る
と
き
は
直
ち
に
所
轄
警
察
署
に
通
報
し
、
適

　
　
　
切
に
、
．
援
跡
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

　
　
　
し
た
。
．

5
　
重
大
事
態
へ
の
対
処
関
係

　
e
　
学
校
分
．
設
置
一
己
は
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
い

　
　
じ
め
に
よ
り
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
の
生

　
　
命
、
．
心
身
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
た
疑
い

　
　
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
等
の
場
合
に
は
、
．
そ
の
事
態

　
　
（
以
下
「
重
大
事
態
」
．
と
い
う
。
）
に
対
処
し
、
及
び

　
　
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
に
資

　
　
す
る
た
め
、
速
や
か
に
、
、
当
該
学
校
の
設
置
者
又
は

　
　
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
下
に
組
織
を
設
け
、
質
問
票

　
　
の
使
用
そ
の
他
の
．
適
切
な
方
法
に
よ
り
当
該
重
大
事

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
態
に
係
る
事
実
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
の
調
査
を

　
　
行
う
こ
と
と
し
た
。
（
第
二
八
条
関
係
）

　
口
　
重
大
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
学
校
の
設
置

　
　
者
等
は
、
H
の
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
調
査
を
行
う

　
　
こ
と
が
で
き
る
ご
と
と
し
た
と
と
も
に
、
そ
の
調
査

　
　
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
調
査
に
係
る
重
大
事
態
の

　
　
対
処
又
は
当
該
重
大
事
能
町
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の

　
　
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し

　
　
た
。
（
第
二
九
条
～
第
三
三
条
関
係
）

6
　
雑
則

　
　
学
校
の
評
価
を
行
う
場
合
に
お
い
て
い
じ
め
の
防
止

　
等
の
た
め
の
対
策
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
い
じ

　
め
の
事
実
が
隠
蔽
さ
れ
ず
、
い
じ
め
の
実
態
の
把
握
及

　
び
い
じ
め
に
対
す
る
措
置
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、

　
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
い
．
じ
め
の
再
発
を
防
止
す
る
た

　
め
の
取
組
等
に
つ
い
て
適
正
な
評
価
が
行
わ
れ
る
よ
う

　
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
た
。
（
第
三
四
条
関

　
係
）

7
　
施
行
期
日

　
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経

　
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



  
 

一

 
 

 

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法 

目
次 
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章 
総
則
（
第
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条
―
第
十
条
） 
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章 
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じ
め
防
止
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（
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一
条
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十
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） 
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本
的
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策
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二
十
一
条
） 

 

第
四
章 

い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
措
置
（
第
二
十
二
条
―
第
二
十
七
条
） 

 

第
五
章 

重
大
事
態
へ
の
対
処
（
第
二
十
八
条
―
第
三
十
三
条
） 

 

第
六
章 

雑
則
（
第
三
十
四
条
・
第
三
十
五
条
） 

 

附
則 

 
 

 

第
一
章 

総
則 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
い
じ
め
が
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
著
し
く
侵
害
し
、
そ
の
心
身
の
健

全
な
成
長
及
び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
命
又
は
身
体
に
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る

r-hoshi
３



 

  
 

二

お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
児
童
等
の
尊
厳
を
保
持
す
る
た
め
、
い
じ
め
の
防
止
等
（
い
じ
め
の
防
止
、
い

じ
め
の
早
期
発
見
及
び
い
じ
め
へ
の
対
処
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
た
め
の
対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
及
び

地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
策
定
に

つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
い
じ
め
の
防

止
等
の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
い
じ
め
」
と
は
、
児
童
等
に
対
し
て
、
当
該
児
童
等
が
在
籍
す
る
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
等

当
該
児
童
等
と
一
定
の
人
的
関
係
に
あ
る
他
の
児
童
等
が
行
う
心
理
的
又
は
物
理
的
な
影
響
を
与
え
る
行
為
（
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
の
対
象
と
な
っ
た
児
童
等
が
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い

る
も
の
を
い
う
。 

２ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
校
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
（
幼
稚
部
を
除
く
。
）
を
い
う
。 

３ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
児
童
等
」
と
は
、
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
又
は
生
徒
を
い
う
。 



  
 

三

４ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
保
護
者
」
と
は
、
親
権
を
行
う
者
（
親
権
を
行
う
者
の
な
い
と
き
は
、
未
成
年
後
見
人
）
を
い
う
。 

 

（
基
本
理
念
） 

第
三
条 
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
は
、
い
じ
め
が
全
て
の
児
童
等
に
関
係
す
る
問
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
児
童
等

が
安
心
し
て
学
習
そ
の
他
の
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
校
の
内
外
を
問
わ
ず
い
じ
め
が
行
わ
れ
な
く
な
る

よ
う
に
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
は
、
全
て
の
児
童
等
が
い
じ
め
を
行
わ
ず
、
及
び
他
の
児
童
等
に
対
し
て
行
わ
れ
る
い

じ
め
を
認
識
し
な
が
ら
こ
れ
を
放
置
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
い
じ
め
が
児
童
等
の
心
身
に
及
ぼ
す
影
響
そ
の

他
の
い
じ
め
の
問
題
に
関
す
る
児
童
等
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
の
生
命
及
び
心
身
を
保
護
す
る
こ
と
が
特
に
重
要
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
つ
つ
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
、
地
域
住
民
、
家
庭
そ
の
他
の
関
係
者
の
連
携
の
下
、
い
じ
め
の
問

題
を
克
服
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
い
じ
め
の
禁
止
） 

第
四
条 

児
童
等
は
、
い
じ
め
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 



 

  
 

四

 
（
国
の
責
務
） 

第
五
条 

国
は
、
第
三
条
の
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。
）
に
の
っ
と
り
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策

を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

 

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
） 

第
六
条 

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、
国
と
協
力
し
つ
つ
、

当
該
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。 

 

（
学
校
の
設
置
者
の
責
務
） 

第
七
条 

学
校
の
設
置
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
そ
の
設
置
す
る
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
責
務
を
有
す
る
。 

 

（
学
校
及
び
学
校
の
教
職
員
の
責
務
） 

第
八
条 

学
校
及
び
学
校
の
教
職
員
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
の
保
護
者
、
地
域
住
民
、

児
童
相
談
所
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
学
校
全
体
で
い
じ
め
の
防
止
及
び
早
期
発
見
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
が
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
適
切
か
つ
迅
速
に
こ
れ
に
対
処
す
る



  
 

五

責
務
を
有
す
る
。 

 

（
保
護
者
の
責
務
等
） 

第
九
条 
保
護
者
は
、
子
の
教
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
保
護
す
る
児
童
等
が
い
じ
め
を

行
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
当
該
児
童
等
に
対
し
、
規
範
意
識
を
養
う
た
め
の
指
導
そ
の
他
の
必
要
な
指
導
を
行
う
よ
う
努
め

る
も
の
と
す
る
。 

２ 

保
護
者
は
、
そ
の
保
護
す
る
児
童
等
が
い
じ
め
を
受
け
た
場
合
に
は
、
適
切
に
当
該
児
童
等
を
い
じ
め
か
ら
保
護
す
る
も

の
と
す
る
。 

３ 

保
護
者
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
が
講
ず
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
措

置
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
規
定
は
、
家
庭
教
育
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
変
更
を
加
え
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
、

前
三
項
の
規
定
は
、
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
責
任
を
軽
減
す
る
も
の
と
解

し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
財
政
上
の
措
置
等
） 



 

  
 

六

第
十
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
二
章 

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
等 

 

（
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
） 

第
十
一
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
関
係
行
政
機
関
の
長
と
連
携
協
力
し
て
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ

効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
基
本
的
な
方
向
に
関
す
る
事
項 

 

二 

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
内
容
に
関
す
る
事
項 

 

三 

そ
の
他
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
重
要
事
項 

 

（
地
方
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
） 

第
十
二
条 

地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
参
酌
し
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
地
方
い
じ
め



  
 

七

防
止
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
） 

第
十
三
条 
学
校
は
、
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
又
は
地
方
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
参
酌
し
、
そ
の
学
校
の
実
情
に
応
じ
、
当

該
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
） 

第
十
四
条 

地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
係
す
る
機
関
及
び
団
体
の
連
携
を
図
る
た
め
、
条
例
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
学
校
、
教
育
委
員
会
、
児
童
相
談
所
、
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
、
都
道
府
県
警
察
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

都
道
府
県
は
、
前
項
の
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
置
い
た
場
合
に
は
、
当
該
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
に
お

け
る
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
係
す
る
機
関
及
び
団
体
の
連
携
が
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
の
市
町
村
が
設
置
す
る
学
校
に
お

け
る
い
じ
め
の
防
止
等
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
当
該
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
と
当
該
市
町
村
の
教
育
委
員
会
と
の
連

携
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会
と
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
と
の
円
滑
な
連
携
の
下
に
、
地
方
い
じ
め
防



 

  
 

八

止
基
本
方
針
に
基
づ
く
地
域
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
実
効
的
に
行
う
よ
う
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る

と
き
は
、
教
育
委
員
会
に
附
属
機
関
と
し
て
必
要
な
組
織
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
三
章 

基
本
的
施
策 

 

（
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
） 

第
十
五
条 

学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
児
童
等
の
豊
か
な
情
操
と
道
徳
心
を
培
い
、
心
の
通
う
対
人
交
流

の
能
力
の
素
地
を
養
う
こ
と
が
い
じ
め
の
防
止
に
資
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
て
の
教
育
活
動
を
通
じ
た
道
徳
教
育
及
び
体

験
活
動
等
の
充
実
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
当
該
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る

児
童
等
の
保
護
者
、
地
域
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
い
じ
め
の
防
止
に
資
す
る
活
動
で
あ
っ
て
当
該

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
が
自
主
的
に
行
う
も
の
に
対
す
る
支
援
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
及
び
そ
の
保
護
者
並
び

に
当
該
学
校
の
教
職
員
に
対
す
る
い
じ
め
を
防
止
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
そ
の
他
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
い
じ
め
の
早
期
発
見
の
た
め
の
措
置
） 



  
 

九

第
十
六
条 

学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
当
該
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
、
当
該
学

校
に
在
籍
す
る
児
童
等
に
対
す
る
定
期
的
な
調
査
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
に
関
す
る
通
報
及
び
相
談
を
受
け
付
け
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
当
該
学
校
の
教

職
員
が
い
じ
め
に
係
る
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
（
次
項
に
お
い
て
「
相
談
体
制
」
と
い
う
。
）
を
整
備
す
る
も
の

と
す
る
。 

４ 

学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
相
談
体
制
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
家
庭
、
地
域
社
会
等
と
の
連
携

の
下
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
の
教
育
を
受
け
る
権
利
そ
の
他
の
権
利
利
益
が
擁
護
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
関
係
機
関
等
と
の
連
携
等
） 

第
十
七
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児

童
等
に
対
す
る
指
導
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
そ
の
他
の
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
が
関
係
者
の
連
携
の
下

に
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
関
係
省
庁
相
互
間
そ
の
他
関
係
機
関
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
社
会
及
び
民
間
団
体
の
間
の
連
携



 

  
 

一
〇

の
強
化
、
民
間
団
体
の
支
援
そ
の
他
必
要
な
体
制
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
従
事
す
る
人
材
の
確
保
及
び
資
質
の
向
上
） 

第
十
八
条 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児

童
等
に
対
す
る
指
導
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
そ
の
他
の
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
が
専
門
的
知
識
に
基
づ

き
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
教
員
の
養
成
及
び
研
修
の
充
実
を
通
じ
た
教
員
の
資
質
の
向
上
、
生
徒
指
導
に
係
る
体
制
等
の

充
実
の
た
め
の
教
諭
、
養
護
教
諭
そ
の
他
の
教
員
の
配
置
、
心
理
、
福
祉
等
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
で
あ
っ
て

い
じ
め
の
防
止
を
含
む
教
育
相
談
に
応
じ
る
も
の
の
確
保
、
い
じ
め
へ
の
対
処
に
関
し
助
言
を
行
う
た
め
に
学
校
の
求
め
に

応
じ
て
派
遣
さ
れ
る
者
の
確
保
等
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
当
該
学
校
の
教
職
員
に
対
し
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す

る
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
資
質
の
向
上
に
必
要
な
措
置
を
計
画
的
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
に
対
す
る
対
策
の
推
進
） 

第
十
九
条 

学
校
の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
及
び
そ
の
保
護
者
が
、
発
信
さ
れ



  
 

一
一

た
情
報
の
高
度
の
流
通
性
、
発
信
者
の
匿
名
性
そ
の
他
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
送
信
さ
れ
る
情
報
の
特
性
を
踏
ま
え

て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
を
防
止
し
、
及
び
効
果
的
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ら

の
者
に
対
し
、
必
要
な
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
児
童
等
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い
か
ど
う

か
を
監
視
す
る
関
係
機
関
又
は
関
係
団
体
の
取
組
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め

に
関
す
る
事
案
に
対
処
す
る
体
制
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
い
じ
め
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、当
該
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
又
は
そ
の
保
護
者
は
、

当
該
い
じ
め
に
係
る
情
報
の
削
除
を
求
め
、
又
は
発
信
者
情
報
（
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及

び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
発
信
者
情
報
を

い
う
。
）
の
開
示
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
法
務
局
又
は
地
方
法
務
局
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。 

 

（
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
調
査
研
究
の
推
進
等
） 

第
二
十
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
の
防
止
及
び
早
期
発
見
の
た
め
の
方
策
等
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
又
は



 

  
 

一
二

そ
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
及
び
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
等
に
対
す
る
指
導
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
の
在
り
方
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
い
じ
め
へ
の
対
応
の
在
り
方
そ
の
他
の
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
に
必
要
な
事
項
や

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
実
施
の
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
及
び
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
普
及

す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
啓
発
活
動
） 

第
二
十
一
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、い
じ
め
が
児
童
等
の
心
身
に
及
ぼ
す
影
響
、い
じ
め
を
防
止
す
る
こ
と
の
重
要
性
、

い
じ
め
に
係
る
相
談
制
度
又
は
救
済
制
度
等
に
つ
い
て
必
要
な
広
報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
四
章 

い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
措
置 

 

（
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
対
策
の
た
め
の
組
織
） 

第
二
十
二
条 

学
校
は
、
当
該
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
措
置
を
実
効
的
に
行
う
た
め
、
当
該
学
校
の
複
数

の
教
職
員
、
心
理
、
福
祉
等
に
関
す
る
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
い
じ
め
の
防
止

等
の
対
策
の
た
め
の
組
織
を
置
く
も
の
と
す
る
。 

 

（
い
じ
め
に
対
す
る
措
置
） 



  
 

一
三

第
二
十
三
条 

学
校
の
教
職
員
、
地
方
公
共
団
体
の
職
員
そ
の
他
の
児
童
等
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
者
及
び
児
童
等
の
保
護
者

は
、
児
童
等
か
ら
い
じ
め
に
係
る
相
談
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
い
じ
め
の
事
実
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
と
き
は
、
い
じ
め

を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
等
が
在
籍
す
る
学
校
へ
の
通
報
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
と
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

学
校
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
を
受
け
た
と
き
そ
の
他
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
が
い
じ
め
を
受
け
て
い
る
と

思
わ
れ
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
児
童
等
に
係
る
い
じ
め
の
事
実
の
有
無
の
確
認
を
行
う
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
と
と

も
に
、
そ
の
結
果
を
当
該
学
校
の
設
置
者
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

学
校
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
事
実
の
確
認
に
よ
り
い
じ
め
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
い
じ
め
を
や
め

さ
せ
、
及
び
そ
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
学
校
の
複
数
の
教
職
員
に
よ
っ
て
、
心
理
、
福
祉
等
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
を
有
す
る
者
の
協
力
を
得
つ
つ
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
及
び
い
じ
め
を
行
っ
た

児
童
等
に
対
す
る
指
導
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
を
継
続
的
に
行
う
も
の
と
す
る
。 

４ 

学
校
は
、
前
項
の
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
等
に
つ
い
て
い
じ
め
を
受
け

た
児
童
等
が
使
用
す
る
教
室
以
外
の
場
所
に
お
い
て
学
習
を
行
わ
せ
る
等
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
そ
の
他
の
児
童
等
が
安

心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 



 

  
 

一
四

５ 

学
校
は
、
当
該
学
校
の
教
職
員
が
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
支
援
又
は
指
導
若
し
く
は
助
言
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
い
じ

め
を
受
け
た
児
童
等
の
保
護
者
と
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
等
の
保
護
者
と
の
間
で
争
い
が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
い
じ

め
の
事
案
に
係
る
情
報
を
こ
れ
ら
の
保
護
者
と
共
有
す
る
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

６ 

学
校
は
、
い
じ
め
が
犯
罪
行
為
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
所
轄
警
察
署
と
連
携
し
て
こ

れ
に
対
処
す
る
も
の
と
し
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
き
は
直
ち
に
所
轄
警
察
署
に
通
報
し
、
適
切
に
、
援
助
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
学
校
の
設
置
者
に
よ
る
措
置
） 

第
二
十
四
条 

学
校
の
設
置
者
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
そ
の
設
置
す
る
学

校
に
対
し
必
要
な
支
援
を
行
い
、
若
し
く
は
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
指
示
し
、
又
は
当
該
報
告
に
係
る
事
案
に
つ
い

て
自
ら
必
要
な
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

（
校
長
及
び
教
員
に
よ
る
懲
戒
） 

第
二
十
五
条 

校
長
及
び
教
員
は
、
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
が
い
じ
め
を
行
っ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
教
育
上
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
学
校
教
育
法
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に
、
当
該
児
童
等
に
対
し
て
懲
戒
を
加
え
る
も



  
 

一
五

の
と
す
る
。 

 

（
出
席
停
止
制
度
の
適
切
な
運
用
等
） 

第
二
十
六
条 
市
町
村
の
教
育
委
員
会
は
、
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
等
の
保
護
者
に
対
し
て
学
校
教
育
法
第
三
十
五
条
第
一
項

（
同
法
第
四
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
児
童
等
の
出
席
停
止
を
命
ず
る
等
、
い

じ
め
を
受
け
た
児
童
等
そ
の
他
の
児
童
等
が
安
心
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
速
や
か
に

講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
学
校
相
互
間
の
連
携
協
力
体
制
の
整
備
） 

第
二
十
七
条 

地
方
公
共
団
体
は
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
と
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
等
が
同
じ
学
校
に
在
籍
し
て
い
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
学
校
が
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
及
び
い
じ
め
を
行
っ
た
児
童
等
に

対
す
る
指
導
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
す
る
助
言
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
学
校
相
互
間
の
連
携
協

力
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
五
章 

重
大
事
態
へ
の
対
処 

 

（
学
校
の
設
置
者
又
は
そ
の
設
置
す
る
学
校
に
よ
る
対
処
） 



 

  
 

一
六

第
二
十
八
条 

学
校
の
設
置
者
又
は
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
の
事
態
（
以
下
「
重
大
事
態
」
と

い
う
。
）
に
対
処
し
、
及
び
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
に
資
す
る
た
め
、
速
や
か
に
、
当
該
学
校
の
設

置
者
又
は
そ
の
設
置
す
る
学
校
の
下
に
組
織
を
設
け
、
質
問
票
の
使
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
当
該
重
大
事
態
に
係

る
事
実
関
係
を
明
確
に
す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

一 

い
じ
め
に
よ
り
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
の
生
命
、
心
身
又
は
財
産
に
重
大
な
被
害
が
生
じ
た
疑
い
が
あ
る
と
認

め
る
と
き
。 

 

二 

い
じ
め
に
よ
り
当
該
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
等
が
相
当
の
期
間
学
校
を
欠
席
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
疑
い

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。 

２ 

学
校
の
設
置
者
又
は
そ
の
設
置
す
る
学
校
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
調
査
に
係
る
い
じ
め

を
受
け
た
児
童
等
及
び
そ
の
保
護
者
に
対
し
、
当
該
調
査
に
係
る
重
大
事
態
の
事
実
関
係
等
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を
適
切

に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
学
校
が
調
査
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
学
校
の
設
置
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
及

び
前
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
必
要
な
指
導
及
び
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。 



  
 

一
七

 
（
国
立
大
学
に
附
属
し
て
設
置
さ
れ
る
学
校
に
係
る
対
処
） 

第
二
十
九
条 

国
立
大
学
法
人
（
国
立
大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大

学
法
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
置
す
る
国
立
大
学
に
附
属
し
て
設
置
さ
れ
る
学
校
は
、
前
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
国
立
大
学
法
人
の
学
長
を
通
じ
て
、
重
大
事
態
が
発
生
し
た
旨
を
、
文
部
科
学
大
臣
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
文
部
科
学
大
臣
は
、
当
該
報
告
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と

同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
調
査
に
係
る
国
立
大
学
法
人
又
は
そ
の
設
置
す

る
国
立
大
学
に
附
属
し
て
設
置
さ
れ
る
学
校
が
当
該
調
査
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態

の
発
生
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
立
大
学
法
人
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す

る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
六
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
限
の
適
切
な
行
使
そ
の
他

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 



 

  
 

一
八

 
（
公
立
の
学
校
に
係
る
対
処
） 

第
三
十
条 

地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
重
大
事
態
が
発
生
し
た
旨
を
、
当
該
地
方
公
共
団
体
の
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
報
告
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事

態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
附
属
機
関
を
設
け
て
調
査
を
行
う
等
の
方
法
に

よ
り
、
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
議
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

４ 

第
二
項
の
規
定
は
、
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
、
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年

法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
二
十
三
条
に
規
定
す
る
事
務
を
管
理
し
、
又
は
執
行
す
る
権
限
を
与
え
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な

ら
な
い
。 

５ 

地
方
公
共
団
体
の
長
及
び
教
育
委
員
会
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
権
限
及
び
責
任
に

お
い
て
、
当
該
調
査
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措



  
 

一
九

置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
私
立
の
学
校
に
係
る
対
処
） 

第
三
十
一
条 
学
校
法
人
（
私
立
学
校
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
十
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
学
校
法
人
を
い
う
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
置
す
る
学
校
は
、
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
重
大
事
態
が
発

生
し
た
旨
を
、
当
該
学
校
を
所
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
単
に
「
都
道
府
県
知
事
」
と
い
う
。
）
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
報
告
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と

同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
附
属
機
関
を
設
け
て
調
査
を
行
う
等
の
方
法
に
よ
り
、

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
調
査
に
係
る
学
校
法
人
又
は
そ
の
設
置
す
る
学

校
が
当
該
調
査
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
私
立
学
校
法
第
六
条
に
規
定
す
る
権
限
の
適
切
な
行
使
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
。 



 

  
 

二
〇

４ 

前
二
項
の
規
定
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
学
校
法
人
が
設
置
す
る
学
校
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
権
限
を

新
た
に
与
え
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 

第
三
十
二
条 
学
校
設
置
会
社
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す

る
学
校
設
置
会
社
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
設
置
す
る
学
校
は
、
第
二
十
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

場
合
に
は
、
当
該
学
校
設
置
会
社
の
代
表
取
締
役
又
は
代
表
執
行
役
を
通
じ
て
、
重
大
事
態
が
発
生
し
た
旨
を
、
同
法
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
長
（
以
下
「
認
定
地
方
公
共
団
体
の
長
」
と
い
う
。
）
に
報

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
認
定
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
当
該
報
告
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重

大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
附
属
機
関
を
設
け
て
調
査
を
行
う
等
の
方

法
に
よ
り
、
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

認
定
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
調
査
に
係
る
学
校
設
置
会
社
又
は
そ

の
設
置
す
る
学
校
が
当
該
調
査
に
係
る
重
大
事
態
へ
の
対
処
又
は
当
該
重
大
事
態
と
同
種
の
事
態
の
発
生
の
防
止
の
た
め
に

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
十
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
権
限
の
適
切
な
行
使



  
 

二
一

そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

４ 
前
二
項
の
規
定
は
、
認
定
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
、
学
校
設
置
会
社
が
設
置
す
る
学
校
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
権
限
を
新
た
に
与
え
る
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 

５ 

第
一
項
か
ら
前
項
ま
で
の
規
定
は
、
学
校
設
置
非
営
利
法
人
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
学

校
設
置
非
営
利
法
人
を
い
う
。
）
が
設
置
す
る
学
校
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
学
校
設
置

会
社
の
代
表
取
締
役
又
は
代
表
執
行
役
」
と
あ
る
の
は
「
学
校
設
置
非
営
利
法
人
の
代
表
権
を
有
す
る
理
事
」
と
、
「
第
十

二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
第
一
項
」
と
、
第
二
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る

前
項
」
と
、
第
三
項
中
「
前
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
項
」
と
、
「
学
校
設
置
会
社
」
と
あ
る
の

は
「
学
校
設
置
非
営
利
法
人
」
と
、
「
第
十
二
条
第
十
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

十
二
条
第
十
項
」
と
、
前
項
中
「
前
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
二
項
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す

る
。 

 

（
文
部
科
学
大
臣
又
は
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
の
指
導
、
助
言
及
び
援
助
） 

第
三
十
三
条 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
ほ
か
、
文



 

  
 

二
二

部
科
学
大
臣
は
都
道
府
県
又
は
市
町
村
に
対
し
、
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
は
市
町
村
に
対
し
、
重
大
事
態
へ
の
対
処
に
関

す
る
都
道
府
県
又
は
市
町
村
の
事
務
の
適
正
な
処
理
を
図
る
た
め
、
必
要
な
指
導
、
助
言
又
は
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

第
六
章 

雑
則 

 

（
学
校
評
価
に
お
け
る
留
意
事
項
） 

第
三
十
四
条 

学
校
の
評
価
を
行
う
場
合
に
お
い
て
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
取
り
扱
う
に
当
た
っ
て
は
、
い
じ
め

の
事
実
が
隠
蔽
さ
れ
ず
、
並
び
に
い
じ
め
の
実
態
の
把
握
及
び
い
じ
め
に
対
す
る
措
置
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
い
じ
め

の
早
期
発
見
、
い
じ
め
の
再
発
を
防
止
す
る
た
め
の
取
組
等
に
つ
い
て
適
正
に
評
価
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

 

（
高
等
専
門
学
校
に
お
け
る
措
置
） 

第
三
十
五
条 

高
等
専
門
学
校
（
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
高
等
専
門
学
校
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

の
設
置
者
及
び
そ
の
設
置
す
る
高
等
専
門
学
校
は
、
当
該
高
等
専
門
学
校
の
実
情
に
応
じ
、
当
該
高
等
専
門
学
校
に
在
籍
す

る
学
生
に
係
る
い
じ
め
に
相
当
す
る
行
為
の
防
止
、
当
該
行
為
の
早
期
発
見
及
び
当
該
行
為
へ
の
対
処
の
た
め
の
対
策
に
関

し
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。 



  
 

二
三

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
検
討
） 

第
二
条 

い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
状

況
等
を
勘
案
し
、
検
討
が
加
え
ら
れ
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ

ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

政
府
は
、
い
じ
め
に
よ
り
学
校
に
お
け
る
集
団
の
生
活
に
不
安
又
は
緊
張
を
覚
え
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
に
相
当
の
期
間

学
校
を
欠
席
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
児
童
等
が
適
切
な
支
援
を
受
け
つ
つ
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当

該
児
童
等
の
学
習
に
対
す
る
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。 



 

  
 

二
四

 
 



  
 

二
五

 
 

 
 
 

理 

由 

 

い
じ
め
が
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
の
教
育
を
受
け
る
権
利
を
著
し
く
侵
害
し
、
そ
の
心
身
の
健
全
な
成
長
及
び
人
格
の

形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
命
又
は
身
体
に
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の

対
策
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
等
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
並
び
に
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の

対
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
策
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
の
基
本
と
な
る
事
項

を
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 



い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
及
び
関
係
者
は
、
い
じ
め
問
題
の
克
服
の
重
要
性
に
鑑
み
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

一 

い
じ
め
に
は
多
様
な
態
様
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
法
の
対
象
と
な
る
い
じ
め
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た
り
、「
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い

る
も
の
」
と
の
要
件
が
限
定
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

二 

教
職
員
は
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
を
徹
底
し
て
守
り
通
す
責
務
を
有
す
る
も
の
と
し
て
、
い
じ
め
に
係
る
研
修
の
実
施
等
に
よ
り
資
質
の
向
上
を
図
る

こ
と
。 

三 

本
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
担
う
附
属
機
関
そ
の
他
の
組
織
に
お
い
て
は
、
適
切
に
い
じ
め
の
問
題
に
対
処
す
る
観

点
か
ら
、
専
門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
第
三
者
等
の
参
加
を
図
り
、
公
平
性
・
中
立
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。 

四 

い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
の
保
護
者
に
対
す
る
支
援
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
い
じ
め
事
案
に
関
す
る
適
切
な
情
報
提
供
が
行
わ
れ
る
よ

う
努
め
る
こ
と
。 

五 

重
大
事
態
へ
の
対
処
に
当
た
っ
て
は
、い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
や
そ
の
保
護
者
か
ら
の
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、適
切
か
つ
真
摯
に
対
応
す
る
こ
と
。 

六 

い
じ
め
事
案
へ
の
適
切
な
対
応
を
図
る
た
め
、
教
育
委
員
会
制
度
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。 

七 

教
職
員
に
よ
る
体
罰
は
、
児
童
等
の
心
身
の
健
全
な
成
長
及
び
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
体
罰
の
禁
止
の
徹
底

に
向
け
、
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。 

r-hoshi
衆

r-hoshi
４
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政
府
及
び
関
係
者
は
、
い
じ
め
問
題
の
克
服
の
重
要
性
に
鑑
み
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配

慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
い
じ
め
に
は
多
様
な
態
様
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
本
法
の
対
象
と
な
る
い
じ
め
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
当
た

り
、
「
心
身
の
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
も
の
」
と
の
要
件
が
限
定
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

二
、
い
じ
め
は
学
校
種
を
問
わ
ず
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
専
修
学
校
な
ど
本
法
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
学
校
種
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
て
、
い
じ
め
に
対
し
て
適
切
な
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

三
、
本
法
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
い
じ
め
の
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
い
じ

め
防
止
等
に
つ
い
て
児
童
等
の
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
参
加
が
確
保
で
き
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

四
、
国
が
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
い
じ
め
防
止
等
の
対
策
を
実
効
的
に
行
う
よ
う
に
す
る
た
め
、

専
門
家
等
の
意
見
を
反
映
す
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、
本
法
の
施
行
状
況
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
及
び
い

r-hoshi
参

r-hoshi
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じ
め
の
情
勢
の
推
移
等
を
踏
ま
え
、
適
時
適
切
の
見
直
し
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

五
、
い
じ
め
の
実
態
把
握
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
質
問
票
の
使
用
や
聴
取
り
調
査
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、

早
期
か
つ
効
果
的
に
発
見
で
き
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。

六
、
本
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
る
い
じ
め
の
防
止
等
の
た
め
の
対
策
を
担
う
附
属
機
関
そ
の
他
の
組
織
に
お
い
て
は
、
適
切
に

い
じ
め
の
問
題
に
対
処
す
る
観
点
か
ら
、
専
門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
第
三
者
等
の
参
加
を
図
り
、
公
平
性
・
中
立

性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

七
、
い
じ
め
が
起
き
た
際
の
質
問
票
を
用
い
る
等
に
よ
る
調
査
の
結
果
等
に
つ
い
て
、
い
じ
め
を
受
け
た
児
童
等
の
保
護
者
と

適
切
に
共
有
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
的
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
す
る
こ

と
。

八
、
い
じ
め
に
は
様
々
な
要
因
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
第
二
十
五
条
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
懲
戒
を
加
え
る
際
に
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
教
育
的
配
慮
に
十
分
に
留
意
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。
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